
二次関数の最大値・最小値
統合教材パック（全 4問）

このパックで身につけること

• 上に凸の放物線が変化するとき、最小値・最大値の求め方を場合分けで整理でき
る

• 区間が固定／移動する 2パターンの場合分け法を使い分けられる
•「最小値は軸の位置（3ケース）、最大値は軸と端点の距離（2ケース）」という構
造を対比で理解できる

収録問題

問題 区間・軸の設定 難易度

問 1：最小値（固定区間） 区間 0 ≤ x ≤ 1 固定・軸が動く・3ケース 標準
問 2：最大値（固定区間） 区間 0 ≤ x ≤ 1 固定・軸が動く・2ケース 標準
問 3：最小値（動く区間） 区間 a ≤ x ≤ a+ 1 が動く・軸固定・3ケース 応用
問 4：最大値（動く区間） 区間 a ≤ x ≤ a+ 1 が動く・軸固定・2ケース 応用

使い方
1.「解法の流れ」を読み、問題を自力で解いてみる
2. 模範解答（左段）と照合し、答案の書き方を確認する
3. 意味説明（右段）で「なぜその解き方か」を言語化する

問 3・問 4は同一関数・同一区間設定。最小値は 3ケース、最大値は 2ケースになる理由を問 3との対比で確認す
ること。
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統合教材：ベクトル̶成分表示と大きさ
統合教材

トピック: 成分 = x軸・y軸への射影、大きさの公式、成分が等しい � ベクトルが等しい
難易度: 基礎

問題

次の問いに答えよ。
(1) 点 A(1, 3), B(4, 7) に対して −−→

AB の成分と大きさを求めよ。
(2) a⃗ = (2,−1), b⃗ = (x, y) について、2a⃗− 3⃗b = (1, 5) のとき、b⃗ を求めよ。
(3) a⃗ = (3, 4) の大きさを求め、a⃗ と同じ向きの単位ベクトル（大きさ 1 のベクトル）を求
めよ。

解法の流れ

• −−→
AB の成分は「終点 - 始点」の成分差: (Bx −Ax, By −Ay)

• 大きさは |⃗a| =
√
a21 + a22（ピタゴラスの定理）

• 成分での等式は各成分ごとに等式を立てる
• 単位ベクトルは a⃗ を自身の大きさで割る: a⃗

|⃗a|

方針

成分分解は「矢印を座標軸に射影すること」。x 軸方向の移動量が x 成分、y 軸方向の移動
量が y 成分。
大きさは x 成分と y 成分を 2 辺とする直角三角形の斜辺の長さ（ピタゴラスの定理）。
問 (2)は成分ごとに方程式を立てて解く。
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模範解答

(1) AB の成分と大きさ

成分:

−−→
AB = (4− 1, 7− 3) = (3, 4)

大きさ:

|
−−→
AB| =

√
32 + 42

=
√
9 + 16 =

√
25 = 5

【成分の意味】
−→
AB = A から B への移動量
x 方向: 4− 1 = 3

y 方向: 7− 3 = 4

→ 成分 = 各軸方向の射影
【大きさの根拠】
3, 4 を 2 辺とする直角三角形の
斜辺 =

√
32 + 42 = 5（3-4-5）
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(2) 2a⃗− 3⃗b = (1, 5) から b⃗ を求める

2a⃗ = 2(2,−1) = (4,−2)

2a⃗− 3⃗b = (1, 5) より

3⃗b = 2a⃗− (1, 5) = (4− 1, −2− 5) = (3, −7)

b⃗ =

(
1, −7

3

)

【成分ごとの計算】
x 成分: 2 · 2− 3x = 1

3x = 3, x = 1

y 成分: 2 · (−1)− 3y = 5

3y = −7, y = −7

3

確認: 2(2,−1)− 3(1,− 7
3
)

= (4− 3, −2 + 7) = (1, 5) ✓
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(3) a⃗ = (3, 4) の大きさと単位ベクトル

大きさ:

|⃗a| =
√

32 + 42 =
√
25 = 5

単位ベクトル:

a⃗

|⃗a|
=

1

5
(3, 4) =

(
3

5
,
4

5

)

【単位ベクトルの意味】
a⃗ と同じ向きで大きさが 1
a⃗
|⃗a| の大きさを確認:∣∣∣∣ a⃗

|⃗a|

∣∣∣∣ = |⃗a|
|⃗a| = 1 ✓

(
3
5

)2
+

(
4
5

)2
=

9 + 16

25
= 1 ✓
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統合教材：ベクトル̶成分による演算
統合教材

トピック: 加法・実数倍の成分計算、成分計算が幾何と一致する理由難易度: 標準

問題

次の問いに答えよ。
(1) a⃗ = (2, 3), b⃗ = (−1, 4) のとき、3a⃗− 2⃗b と |⃗a+ b⃗| を求めよ。
(2) a⃗ = (1, 2), b⃗ = (3,−1) について、sa⃗+ t⃗b = (7, 1) を満たす実数 s, t を求めよ。
(3) a⃗ = (2, 1) を始点 A(1, 2) から引いたとき（−→

OA = (1, 2) として原点 O から A へ移動
し、そこからさらに a⃗ だけ移動すると）終点はどこか。また −→

OA+ a⃗ の意味を述べよ。

解法の流れ

• 加法・実数倍はすべて成分ごとに計算する
• 大きさは

√
(成分)2 + (成分)2 で計算する

• sa⃗+ t⃗b = c⃗ は 2 成分で 2 元連立方程式

方針

成分での演算が幾何の操作と一致する理由は「x 方向と y 方向が独立」だから。x 方向の
動きは x 成分同士の足し算、y 方向も同様。
問 (2)は連立方程式として解く。
問 (3)で「位置に a⃗ を足す」意味を確認する。
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模範解答

(1) 3a⃗− 2⃗b と |⃗a+ b⃗|

3a⃗− 2⃗b:

3(2, 3)− 2(−1, 4) = (6, 9)− (-2, 8)

= (6− (−2), 9− 8) = (8, 1)

a⃗+ b⃗:

a⃗+ b⃗ = (2 + (−1), 3 + 4) = (1, 7)

|⃗a+ b⃗|:

=
√

12 + 72 =
√
1 + 49 =

√
50 = 5

√
2

【計算の根拠】
x 成分同士、y 成分同士を別々に処理
（x 方向と y 方向は独立）
3a⃗ : x 方向に 3× 2 進む
y 方向に 3× 3 進む
−2⃗b : x 方向に −2× (−1) 進む
合わせて x: 6 + 2 = 8, y: 9− 8 = 1
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(2) sa⃗+ t⃗b = (7, 1) から s, t を求める

s(1, 2) + t(3,−1) = (7, 1)

成分ごとに:

s+ 3t = 7 · · ·①

2s− t = 1 · · ·②

② より t = 2s− 1 を ① に代入:

s+ 3(2s− 1) = 7

7s = 10, s =
10

7

t =
20

7
− 1 =

13

7

【確認】
10
7
(1, 2) + 13

7
(3,−1)

x: 10+39
7

= 49
7

= 7 ✓
y: 20−13

7
= 7

7
= 1 ✓

【意味】
a⃗, b⃗ が非平行なら
任意のベクトルを sa⃗+ t⃗b で表せる
（1次結合による平面の記述）
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(3) 位置ベクトルに a⃗ を加える意味

−→
OA = (1, 2) から始点 A の座標は (1, 2)。
a⃗ = (2, 1) だけ移動すると:
終点の座標:

(1 + 2, 2 + 1) = (3, 3)

よって終点は (3, 3)。

【位置の移動】
−→
OA+ a⃗ は
O から A に移動し（位置 (1,2)）
さらに a⃗ だけ移動した点
の位置ベクトル
これは A を始点とする a⃗

の終点の位置ベクトル

=
−−→
OB （終点 B の位置ベクトル）
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統合教材：ベクトル̶1次結合と分解
統合教材

トピック: 非平行な 2ベクトルによる平面表現、係数の一意性、基底ベクトル難易度: 標準

問題

次の問いに答えよ。
(1) a⃗ = (1, 2), b⃗ = (3, 1) とする。p⃗ = (5, 4) を sa⃗+ t⃗b の形で表せ。
(2) 三角形 OAB において −→

OA = a⃗, −−→OB = b⃗ とする。辺 OA を 2:1 に内分する点を P、辺
OB の中点を Q とするとき、−−→

PQ を a⃗, b⃗ で表せ。
(3) a⃗, b⃗ が非平行のとき、sa⃗+ t⃗b = 0⃗ ならば s = t = 0 であることを説明せよ。

解法の流れ

• 成分が与えられた場合は連立方程式で s, t を求める
• 図形の点をベクトルで表すときは「O から各点への道筋」を矢印でたどる
• 非平行な 2 ベクトルで 0 ベクトルを作るには係数をすべて 0 にするしかない

方針

問 (2)では P と Q の位置ベクトルをそれぞれ a⃗, b⃗ で表してから差を取る。
−−→
OP = 2

3 a⃗（OA の 2:1 内分点なので OA の 2
3）、

−−→
OQ = 1

2 b⃗。
問 (3)は非平行性の定義から論じる。
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模範解答

(1) p⃗ = (5, 4) を sa⃗+ t⃗b で表す

s(1, 2) + t(3, 1) = (5, 4)

成分ごと:

s+ 3t = 5 · · ·①

2s+ t = 4 · · ·②

① × 2 - ②: 5t = 6, t = 6
5

② より: s = 4− 6
5

2 = 14
10 = 7

5

p⃗ =
7

5
a⃗+

6

5
b⃗

【係数の一意性】
a⃗, b⃗ が非平行なら
表し方は一通りしかない
連立方程式の解が一意であることと同値
確認:
7
5
(1, 2) + 6

5
(3, 1)

=

(
7 + 18

5
,
14 + 6

5

)

= (5, 4) ✓

2



統合教材 統合教材

(2) PQ を a⃗, b⃗ で表す

P は OA の 2:1 内分点:

−−→
OP =

2

3
a⃗

Q は OB の中点:

−−→
OQ =

1

2
b⃗

−−→
PQ =

−−→
OQ−

−−→
OP

=
1

2
b⃗− 2

3
a⃗

【内分点の位置ベクトル】
P が OA を m : n = 2 : 1 に内分
⇒ OP : PA = 2 : 1

−−→
OP =

2

2 + 1

−→
OA =

2

3
a⃗

【道筋の確認】
−−→
PQ =

−−→
PO +

−−→
OQ

= −
−−→
OP +

−−→
OQ

= −2

3
a⃗+

1

2
b⃗ ✓
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(3) sa⃗+ t⃗b = 0⃗ かつ非平行 → s = t = 0

sa⃗+ t⃗b = 0⃗ と仮定する。
s ̸= 0 と仮定すると

a⃗ = − t

s
b⃗

これは a⃗ が b⃗ の実数倍であることを意味するの
で、a⃗ ∥ b⃗。
これは「非平行」の仮定に矛盾。
したがって s = 0。同様に t = 0。

【なぜこれが重要か】
非平行な a⃗, b⃗ による
sa⃗+ t⃗b の表現は一意
（s = t = 0 以外で 0⃗ にならない）
これが「基底の線形独立性」
基本ベクトル e⃗1 = (1, 0), e⃗2 = (0, 1)

も
se⃗1 + te⃗2 = 0⃗ → s = t = 0

(s, t) = (0, 0) ✓
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